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〇目録の解説 

今回の改定における最大のポイントは，これまでの汽水・淡水魚類リストに加え，海水魚類

リストの掲載を検討したことである。ところが，海水魚類は，水産資源以外の種に関する文献

や標本の記録は極めて限定的で，目録の新規作成は困難であった。今回，岡山県農林水産総合

センター水産研究所とともに作成した海水魚類リストを，岡山県野生生物目録に掲載した。本

リストは，岡山県農林水産総合研究センター水産研究所による現地調査，水産試験場研究報告，

岡山県農林水産総合センター水産研究所研究報告等に基づいており，岡山県で確認された海水

魚類についてリスト化したものである。公表されている資料を基に目録を作成することが困難

な状況において，岡山県産の海水魚類リストを岡山県野生生物目録に掲載することは岡山県の

魚類の理解においてとても有益であるので，ここに掲載した。 

汽水・淡水魚類リストは，淡水域および汽水域に生息する魚類について，近年の分類学的知

見や生息状況を踏まえて岡山県野生生物目録 2009の汽水・淡水魚類（江木・阿部）を改定した

ものである。繁殖や成育など生活史の一部や採餌に汽水域または淡水域を利用する種について

は，海水魚類リストの記載と重複する場合がある。なお，今回の岡山県野生生物目録改定にお

ける海産魚類リストの追加にあわせて，岡山県野生生物目録 2009の汽水・淡水魚類リストに記

載されていた種であっても汽水域または淡水域の利用は稀と考えらえる種は汽水・淡水魚類リ

ストから削除した。 

担当者は検討会委員の阿部司と中田和義である。目録の改定・作成にあたっては特に次の協

力員の協力を得た他，国土交通省中国地方整備局岡山河川事務所から情報提供を得た。心より

お礼申し上げる。 

  岡山県農林水産総合センター水産研究所（草加耕司・中力健治） 
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